
ＪＴＢ総合研究所が調査 地
場
産
業
・
伝
統
産
業
品
へ
の
意
識

関
心
度
が
高
い
の
は

～

代
男
性
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外
国
人
が
日
常
生
活
に
日
本
の
伝
統
産
業
品
を
上
手
に
取
り
込

み
、そ
の
結
果
、各
地
域
で
は
伝
統
の
技
術
を
生
か
し
つ
つ
現
代
の
志

向
に
合
っ
た
商
品
も
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
人
に
と
っ

て
も
日
本
の
伝
統
産
業
品
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
。
一

方
、
工
場
や
工
房
な
ど
で
職
人
と
の
交
流
や
も
の
づ
く
り
の
現
場
を

見
学
で
き
る
イ
ベ
ン
ト「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」も
広
が
り
つ
つ

あ
る
。
こ
う
い
っ
た
動
き
を
踏
ま
え
Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
は
、「
地
場

産
業
・
伝
統
産
業
品
へ
の
意
識
に
つ
い
て
の
調
査
」
を
ま
と
め
た
。

　
調
査
対
象
は
、
過
去
１
年
以
内
に

１
回
以
上
、
国
内
旅
行
へ
出
か
け
た

経
験
が
あ
る
、
全
国
に
居
住
す
る


～

歳
の
男
女
（
地
場
産
業
・
伝
統

産
業
品
に
全
く
関
心
が
な
い
人
は
除

く
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
１
万
人
、
本

調
査
１
５
９
５
人
）
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
で
１
月

～

日

に
実
施
し
た
。

　
■
購
入
経
験

　
日
常
の
生
活
の
中
で
人
々
は
、
地

場
産
業
・
伝
統
産
業
品
と
ど
の
程
度

関
わ
り
合
い
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

購
入
経
験
に
つ
い
て
は
全
体
で
「
意

識
し
て
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る
」
人

は

・
３
％
、
「
意
識
し
な
い
で
購

入
し
た
こ
と
が
あ
る
」
が

・
４
％

と
な
り
、
約
半
数
が
購
入
経
験
が
あ

る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
男
女
で

は
ほ
と
ん
ど
違
い
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
年
代
別
で
は
や
は
り
年
齢
が

上
に
な
る
ほ
ど
経
験
率
は
上
が
り
、

特
に
「
意
識
し
て
」
購
入
し
た
人
の

割
合
が
高
く
な
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
今
後
、
地
場
産
業
や
伝
統
産
業
と

ど
う
関
わ
っ
て
い
き
た
い
の
か
意
向

を
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

・
５
％

が「
関
わ
り
た
く
な
い
・
特
に
な
い
」

と
答
え
て
い
る
一
方
、
残
り
の

・

５
％
が
何
ら
か
の
関
わ
り
を
持
ち
た

い
と
答
え
て
い
る
。
そ
の
具
体
的
な

関
わ
り
の
内
容
は
、全
体
で「
購
入
し

た
い（

・
７
％
）」「
製
品
に
つ
い
て

知
識
を
得
た
い（

・
７
％
）」「
自
分

で
製
作
体
験
を
し
た
い（

・
３
％
）」

が
上
位
と
な
っ
た
＝
図
１
。
「
自
分

で
製
作
体
験
を
し
た
い
」
は
特
に
、


代
、

代
、

代
の
女
性
の
意
向

が
高
い
結
果
と
な
っ
た
。
「
直
接
、

支
援
活
動
を
し
た
い
」
「
関
わ
る
仕

事
が
し
た
い
」
な
ど
地
場
産
業
・
伝

統
産
業
と
強
い
つ
な
が
り
を
持
ち
た

い
割
合
（
コ
ア
層
）
は
男
女
と
も


代
、

代
で
高
く
な
っ
た
。

　
■
最
も
購
入
し
た
も
の

　
調
査
対
象
者
に
、
過
去
２
、
３
年

以
内
に
購
入
し
た
地
場
産
業
・
伝
統

産
業
品
に
つ
い
て
聞
い
た
。
最
も
多

く
購
入
し
て
い
た
も
の
は
上
位
か
ら

「
焼
き
物
・
陶
磁
器
」「
食
器
・
ガ
ラ

ス
製
品
」「
刃
物
」だ
っ
た
。性
・
年
代

別
に
み
る
と
、

～

代
の
男
性
で

は
「
焼
き
物
・
陶
磁
器
」、
～

代

の
男
性
で
は
「
刃
物
」「
木
工
品
」、

～

代
の
女
性
は「
織
物
、着
物
、布

製
品
」の
購
入
の
割
合
が
高
い
。
購

入
し
た
も
の
の
中
で
最
も
高
か
っ
た

品
物
の
単
価
で
３
万
円
以
上
の
割
合

が
多
か
っ
た
製
品
は
「
着
物
・
布
製

品
」「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
（
鞄
や
財

布
な
ど
）」「
漆
器
」だ
っ
た
。
特
に

「
着
物
・
布
製
品
」で
は

万
円
以
上

の
割
合
が

・
３
％
、
「
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
雑
貨
」で
は

・
０
％
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
は
主
に
和
装
に
関
わ
る
品
物

と
推
測
で
き
る
。
性
年
齢
別
で
３
万

円
以
上
の
購
入
が
最
も
多
い
の
は
、


～

代
の
女
性
だ
が
、
２
番
目
は


～

代
の
男
性
、
次
が

～

代

の
男
性
と
な
っ
た
。

　
■
特
産
品
の
イ
メ
ー
ジ

　
で
は
普
段
人
々
は
地
場
産
業
・
伝

統
産
業
品
に
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ

を
抱
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
最
も

多
い
回
答
は
、
複
数
回
答
で
は
、「
日

本
の
地
域
に
伝
わ
る
生
活
・
伝
統
文

化
に
触
れ
ら
れ
る（

・
７
％
）」「
長

く
使
え
そ
う（

・
２
％
）」「
持
つ
こ

と
で
生
活
に
深
み
が
出
る
、
豊
か
な

気
持
ち
に
な
れ
る
（

・
３
％
）」だ

っ
た
＝
図
２
。
単
一
回
答
で
は
「
日

本
の
地
域
に
伝
わ
る
生
活
・
伝
統
文

化
に
触
れ
ら
れ
る（

・
２
％
）」「
持

つ
こ
と
で
生
活
に
深
み
が
出
る
、
豊

か
な
気
持
ち
に
な
れ
る（

・
６
％
）」

が
上
位
と
な
り
、
地
場
産
業
品
・
伝

統
産
業
品
の
良
さ
は
、
合
理
的
、
機

能
的
な
理
由
よ
り
、
心
の
豊
か
さ
に

つ
な
が
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
る
人

が
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
一
方

で
、
こ
こ
２
～
３
年
地
場
産
業
品
・

伝
統
産
業
品
は
購
入
し
て
い
な
い
と

い
う
人
に
、
価
格
以
外
に
該
当
す
る

理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

代
は

「
使
い
方
や
楽
し
み
が
分
か
ら
な

い
」
が
多
く
、

代
、

代
は
「
既

に
持
っ
て
い
る
」
が
最
も
多
い
。

　
■
好
き
な
デ
ザ
イ
ン

　
地
場
産
業
・
伝
統
産
業
品
の
好
き

な
デ
ザ
イ
ン
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
全

体
で
は
「
昔
か
ら
の
伝
統
を
忠
実
に

守
っ
て
い
る
も
の
」
が

・
１
％
、

「
伝
統
の
技
は
残
し
つ
つ
も
、
新
し

い
デ
ザ
イ
ン
や
使
い
方
を
し
て
い
る

も
の
」が

・
９
％
と
、伝
統
を
維
持

し
な
が
ら
も
時
代
感
覚
に
合
っ
た
も

の
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
結
果
が
出
て
い

る
が
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、男
性
の

方
が
伝
統
に
忠
実
で
あ
る
も
の
を
好

む
傾
向
が
見
ら
れ
、
特
に

代
男
性

は
約
半
数
の

・
４
％
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
興
味
を
ひ
か
れ
る
製
品
と

し
て
は
「
特
に
人
気
や
話
題
で
は
な

い
が
、
自
分
自
身
で
探
し
あ
て
た
も

の（

・
７
％
）」が
最
も
多
く
、「
国

内
で
評
価
さ
れ
、人
気
、話
題
と
な
っ

て
い
る
も
の
（

・
２
％
）」と
続
く

が
、

代
男
女
は
、「
自
分
で
探
し
あ

て
た
も
の
」よ
り
も「
国
内
で
評
価
さ

れ
、人
気
、話
題
の
も
の
」に
ひ
か
れ

る
傾
向
が
高
く
、
ま
た
、
全
体
で
は

６
・
５
％
だ
っ
た
「
海
外
で
評
価
さ

れ
て
い
る
も
の
、
人
気
や
話
題
が
逆

輸
入
さ
れ
て
い
る
も
の
」
が
、

代

男
性

・
４
％
、

代
男
性

・
９

％
、

代
女
性

・
７
％
と
周
囲
で

話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し

て
い
る
結
果
と
な
っ
た
＝
表
１
。
ま

た
、
「
無
名
だ
が
ベ
テ
ラ
ン
の
職
人

の
技
術
が
つ
ま
っ
た
も
の
」は

代
、


代
男
女
で
高
い
結
果
と
な
っ
た
。

　
■
高
額
だ
っ
た
製
品

　
過
去
２
～
３
年
以
内
の
地
場
産
業

・
伝
統
産
業
品
の
購
入
者
に
、
最
も

高
額
だ
っ
た
製
品
を
購
入
し
た
場
所

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
生
産
地
（
生
産

者
や
生
産
地
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
含

む
）が

・
１
％
と
半
数
を
超
え
、都

市
部
は

・
４
％
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

・
カ
タ
ロ
グ
販
売
は

・
３
％
だ
っ

た
。
具
体
的
に
は
、「
生
産
地
の
工
房

や
工
場
、直
販
店（

・
８
％
）」が
最

も
多
く
、「
生
産
地
の
土
産
物
屋
、
駅

な
ど（

・
４
％
）」「
都
市
部
の
百
貨

店（

・
５
％
）」と
続
い
た
＝
表
２
。

性
年
齢
別
の
特
徴
と
し
て
は
、
代
、


代
男
性
は
生
産
地
で
の
購
入
が


・
５
％
と
高
く
、特
に「
生
産
地
の
工

房
や
工
場
や
直
販
店（

・
４
％
）」

「
生
産
者
や
生
産
地
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
（

・
２
％
）」が
他
の
層
よ
り
高

い
。一
方
、シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
は

２
・
３
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
図
１

を
見
る
と
、「
製
品
の
背
景
に
つ
い
て

知
識
を
得
た
い
」
は

代
、

代
の

男
性
に
高
い
傾
向
だ
が
、
若
い
男
性

は
そ
の
た
め
に
「
生
産
地
の
工
房
や

工
場
、
直
販
店
」
「
生
産
者
や
生
産

地
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
」
と
生
産
地
に

つ
な
が
る
手
段
を
選
択
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
一
方
、

代
男
性
は

「
都
市
部
の
百
貨
店（

・
９
％
）」

「
カ
タ
ロ
グ
販
売
（
８
・
２
％
）
」

が
他
の
層
よ
り
高
い
傾
向
と
な
っ

た
。
ま
た

代
、

代
女
性
は
他
よ

り
都
市
部
で
の
購
入
が
多
く
「
お
し

ゃ
れ
な
雑
貨
店
や
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ

プ
（

・
２
％
）
」
が
特
に
多
い
。

　
製
品
別
の
購
入
場
所
で
生
産
地
が

最
も
多
か
っ
た
も
の
は
「
焼
き
物
・

陶
磁
器（

・
６
％
）」で
、「
生
産
地

の
工
房
・
工
場
、
直
販
店
（

・
７

％
）」「
生
産
地
で
開
催
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト（

・
７
％
）」が
多
く
、現
地
で

見
て
触
れ
て
買
う
、
ま
た
陶
器
市
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
購
入
機
会
に
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
＝
表
３
。

ま
た「
漆
器
」も
生
産
地
の
購
入
が
多

く
、「
生
産
地
の
工
房
や
工
場
、
直
販

店
」は

・
４
％
あ
っ
た
。一
方
、「
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
雑
貨
」
は
「
お
洒
落
な

雑
貨
店
や
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
（


・
５
％
）
」
「
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ

ト
（

・
５
％
）
」
で
の
購
入
が
多

く
、
「
刃
物
」
は
全
体
的
に
は
都
心

部
で
の
購
入
が
他
の
製
品
よ
り
多

く
、
ま
た
「
生
産
者
や
生
産
地
の
サ

イ
ト
（

・
０
％
）
」
「
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
サ
イ
ト
（

・
１
％
）
」
と
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
購
入
が
多
い
。

　
生
産
地
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は

全
体
の

・
２
％
が
「
生
産
地
で
歴

史
や
技
術
の
背
景
を
聞
き
、
見
学
し

た
い
」と
答
え
て
い
る
が
、
代
、


代
女
性
は

・
９
％
と
他
世
代
よ
り

低
い
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　
■
製
作
体
験
の
意
向

　
地
場
産
業
・
伝
統
産
業
品
の
製
作

体
験
の
意
向
に
つ
い
て
、
旅
行
先
か

自
宅
近
く
か
に
分
け
て
聞
い
た
。
全

体
の

・
６
％
が
体
験
意
向
が
あ
り
、


・
７
％
が「
旅
行
先
で
体
験
し
て

み
た
い
」、
・
３
％
が
「
自
宅
近
く

で
体
験
し
て
み
た
い
」
と
答
え
た
＝

図
３
。「
半
日
程
度
で
つ
く
れ
る
も
の

が
あ
れ
ば
体
験
し
て
み
た
い
」は「
旅

行
先
で
体
験
し
て
み
た
い
」
人
の


・
９
％
、「
自
宅
の
近
く
で
体
験
し
て

み
た
い
」
の

・
７
％
と
な
っ
た
。

も
の
づ
く
り
の
体
験
は
多
く
の
人

が
、
半
日
程
度
で
と
考
え
て
い
る
こ

と
が
分
か
る
。
「
１
日
じ
っ
く
り
時

間
を
か
け
て
つ
く
っ
て
み
た
い
」
は

自
宅
近
く
の
体
験
希
望
者
の

・
０

％
、
旅
行
先
の
体
験
希
望
者
の

・

３
％
。
１
泊
２
日
以
上
、
あ
る
い
は

何
回
か
通
う
意
向
は
旅
行
先
で
の
体

験
希
望
者
は

％
未
満
に
ま
で
減
少

し
た
。
性
年
代
別
で
は
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
男
性
の
方
が
時
間
を
か
け
て

製
作
し
た
い
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ

た
。
ま
た
他
世
代
よ
り
製
作
体
験
意

向
の
強
か
っ
た

～

代
女
性
は
特

に
半
日
程
度
の
体
験
意
向
が
高
い
。

　
■
ま
と
め

　
同
調
査
で
、
「
地
場
産
業
・
伝
統

産
業
品
」
に
対
す
る
日
本
人
の
考
え

方
に
は
、
性
別
や
年
代
に
よ
っ
て
差

が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
の
中

で
意
外
に
も
特
に

～

代
の
男
性

の
関
心
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
製
品
の
購

入
単
価
が
高
い
だ
け
で
な
く
、
購
入

場
所
も
生
産
地
が
多
く
、
地
場
産
業

や
伝
統
産
業
品
を
支
援
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
も
強
い
。
一
方
で

代
女

性
は
、
半
日
程
度
で
製
作
体
験
を
し

た
い
、
購
入
場
所
も
他
世
代
に
比
べ

て
都
市
部
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
都

市
部
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
は
行

っ
て
い
る
が
、

代
男
性
よ
り
産
業

そ
の
も
の
へ
の
興
味
や
関
心
が
軽
い

結
果
と
な
っ
た
。
現
在
は
、
高
付
加

価
値
な
も
の
や
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の

商
品
が
増
え
て
い
て
、
日
本
の
地
場

産
業
、
伝
統
産
業
品
も
現
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
取
り
組
み
へ
と
進
化
し

て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
動
き
が
、
若

い
人
々
に
と
っ
て
、
地
場
産
業
・
伝

統
産
業
を
面
白
く
す
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
一
方
で

～

代
の
関
心
が

低
い
の
は
、
子
育
て
世
代
で
あ
る
こ

と
や
バ
ブ
ル
世
代
で
海
外
ブ
ラ
ン
ド

が
身
近
で
進
化
を
始
め
る
前
の
地
場

産
業
へ
の
イ
メ
ー
ジ
が
影
響
し
て
い

る
世
代
な
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ

れ
る
。
ま
た
、
全
体
と
し
て
地
場
産

業
・
伝
統
産
業
品
は
、
「
長
く
使
え

そ
う
」
な
ど
の
実
用
性
よ
り
、
「
持

つ
こ
と
で
生
活
に
深
み
が
出
る
」
な

ど
「
心
の
豊
か
さ
」
に
つ
な
が
る
も

の
だ
と
考
え
て
い
る
人
が
多
い
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
性
・
年
齢
別
の

傾
向
で
表
れ
た
よ
う
に
、
地
場
産
業

・
伝
統
産
業
品
に
つ
い
て
の
関
心
の

度
合
い
に
は「
高
い
人（
コ
ア
層
）、

軽
い
人
（
ラ
イ
ト
層
）
」
が
い
る
。

生
産
地
側
に
お
い
て
は
、
多
く
の
人

に
認
知
を
広
げ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

で
ラ
イ
ト
層
向
け
に
知
名
度
を
上
げ

る
取
り
組
み
も
大
事
だ
が
、
一
定
以

上
に
広
が
る
と
核
と
な
る
フ
ァ
ン
が

離
反
す
る
懸
念
が
あ
る
。
コ
ア
な
フ

ァ
ン
が
離
れ
て
い
か
な
い
よ
う
普
段

か
ら
製
品
の
良
さ
や
製
作
技
術
、
歴

史
的
背
景
を
伝
え
る
よ
う
な
継
続
的

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
も
必
要
だ
。


